
平成 28年度 全国軽費老人ホーム協議会「全国職員研究会議（横浜大会）」―開催要項― 

 

≪テーマ≫ 

「地域公益活動・ソーシャルワーク等、地域包括ケア時代の 

施設機能・役割を意識した活動事例」 

「少人数の職員で実践できる取り組み事例」 

 

１ 趣 旨 

 

社会福祉法人の公益的な責務を明示している今般の社会福祉法人制度の改革と併せて、「福祉の地域化」

も進められている中、地域包括ケアシステムにおける軽費老人ホームのあり方、役割や位置付けが大きく問わ

れるものとなっている。 

今後の社会変化により、低所得者層、生活困難者、様々な課題や価値観からの家庭内及び地域トラブル、

地域に溶け込めない孤立高齢者等が多く出てくることは容易に想定できることから、その受け皿となってエンパ

ワメントやストレングス視点に基づいた「集中した生活支援」のできる施設、また、専門性を持ったアウトリーチ

（支援活動や入所前対応）等、福祉的に課題の解決をする取り組み等が無ければ、地域包括ケアシステムを

掲げていても正常な地域環境あるいは家族の就労環境等の維持はできなくなると考えられる。 

軽費老人ホームはそれらの役割を担い、尚且つ入居している利用者の力を使って地域に展開することので

きる施設であることから、制度改革や高齢者福祉政策の方向性と一致した運営が期待されている。事実、個々

にニーズの異なる高齢者の生活支援（個別支援や集団支援の専門的な取り組み）や、地域・業種の枠を超え

た広域的なソーシャルワーク、関係する機関連携を行なえている「非常に多機能な住まい」であり、社会福祉施

設として多くの生活困難者を施設長の裁量で受け入れている現状がある。 

入居に係る自己負担の違いはもとより、介護サービスがあっても福祉的な支援技術が十分に伴わないサー

ビス付き高齢者向け住宅や有料老人ホームでは、軽費老人ホームの代わりをすることはできない。「地域包括

ケアシステムが正常に機能するための下支え」として、無くてはならない位置付けになれる施設であると考える

ことができる。 

軽費老人ホームが福祉概念とソーシャルワークに基づいた生活支援の専門施設である、と外向き（国民並

びに地域に対して）に打ち出していけるように実践発表を重ね、職員の意欲や質を引き上げ、専門的な支援技

術のノウハウと機関連携の環境等を常に有効活用できるように進める必要があることと併せ、全国軽費老人ホ

ーム協議会では専門団体としての意思から、比較して実践事例の多くなる軽費老人ホーム（Ａ型）からの発表

に偏らないように、主流となるケアハウスの発表の活発化に向けたテーマ設定等の取り組みを図っている。 

・全般（軽費・ケアハウス共通）のテーマ 

『地域公益活動・ソーシャルワーク等、地域包括ケア時代の施設機能・役割を意識した活動事例』 

・ケアハウスで取り組みやすいテーマ 

『少人数の職員で実践できる取り組み事例』 

この２通りから施設の事情に合わせた事例を選べることとし、多くの参加者が全国８ブロックから選出された多

様な発表を聴くことで意識や情報を共有し、自施設並びに地域において新たな取り組みを増やせる機会にで

きるよう望むものである。 

 



 

２ 主  催 ：  一般社団法人 全国軽費老人ホーム協議会 

 

３ 期日及び日程 

  ●１１月２４日（木） 1 日目 

      13：00 ～ 13：30  受付（全軽協全国ブロック実践発表大会） 

      13：30 ～ 13：40  開会挨拶 

                   一般社団法人全国軽費老人ホーム協議会 理事長 川西 基雄 

      13：40 ～ 13：55  情勢報告 

      13：55 ～ 14：00  職員研究会議趣旨説明 

      14：00 ～ 15：00  前半 3ブロック代表 実践発表（各 20分） 

      15：00 ～ 15：10  休憩 

      15：10 ～ 16：50  後半５ブロック代表 実践発表（各 20分） 

      16：50 ～ 17：00  閉会挨拶 

       

      17：30 ～ 19：00  情報交換会（参加人数：80～100名程度） 

 

  ●１１月２５日（金） ２日目 

      8：30 ～ 9：00  受付（セミナー） 

      9：00 ～ 9：10  開会挨拶 

                  一般社団法人全国軽費老人ホーム協議会 理事長 川西 基雄 

      9：10 ～ 10：10  講演Ⅰ 

                  「かながわライフサポート事業の取り組み」 

                  講師：神奈川県社会福祉法人経営青年会 会長 西山 宏二郎 氏 

      10：10 ～ 10：20  休憩 

      10：20 ～ 11：20  講演Ⅱ 

                  「社会保障の動向と軽費老人ホームの展望」 

                  講師： 岡山県立大学 元教授・増田社会保障研究所代表 増田 雅暢 氏 

      11：20 ～ 12：00  実践発表結果発表 講評 授与式 

      12：00 ～ 12：05  閉会挨拶  終了 

 

４ 参加対象者 ： 全国軽費老人ホーム協議会 社員施設の役職員全て 

           （※非社員の場合でも、社員施設の推薦があれば参加可能です） 

 

５ 参 加 費 ： 講 演 参 加 費  ￥１０，０００‐ （非会員：￥１２，０００‐） 

情 報 交 換 会  ￥ ７，０００‐ （非会員：￥ ７，０００‐） 

          講演会・情報交換会共に参加 ￥１７，０００‐ （非会員：￥１９，０００‐） 

 

  ※参加費用等は後日、申込先より費用明細を送付させて頂きますので、指定の期日までにお振

込み頂きますようお願い致します。 

 

 

 



 

６ 会   場 ： 新横浜国際ホテル 南館 3F チェスターハウス 

  住   所 ： 横浜市港北区新横浜 3－18－1 

  電   話 ： 0570－064－205 （※宿泊やキャンセルについては近畿日本ツーリストへご連絡下さい。） 

http://kokusai-hotels.com/shinyokohamakokusai/ （実践発表大会・情報交換会・セミナーは全て同じ会場です） 

 

 ●会場周辺図 
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